
平
安
時
代
の
平
仮
名
文
の
表
記
様
式
〔
I〕

!ーー語
の
漢
字
表
記
を
主
と
し
て
i|

I 

一
、

は
し
が
き

二
、

土
左
日
記
貫
之
自
筆
本
の
漢
字
の
検
討

三 、

承
平
頃
の
平
仮
名
文
に
存
す
る
漢
字

四 、

平
安
後
半
期
の
平
仮
名
文
中
に
見
る 、

字
音
語
の
漢
字
表
記

官且

豆 、

実
用
と
し
て
の
平
仮
名
文
表
記
の
一

面
と
そ
の
特
質

六 、

平
仮
名
文
中
の
和
語
の
漢
字
表
配

七 、

付
|

平
安
時
代
の
平
仮
名
表
記
の
種
々
相

ー
、

変
体
漢
文
中
に
挿
入
さ
れ
た
平
仮
名
文

2
、

漢
字
仮
名
交
り
文
の
中
の
平
仮
名

3
、

訓
点
資
料
の
傍
訓
に
用
い
ら
れ
た
平
仮
名

4
、

和
歌
の
表
記
に
み
る
平
仮
名
文

八 、

結

語

〔
要
旨〕

1

平
安
時
代
の
平
仮
名
文
は
漢
字
を
交
え
る
様
式
が
一

般
的
で
根
幹
を
な

す 。

そ
の
漢
字
は
劫
音
・

舌
内
入
声
音
・

三
内
接
音
等
の
特
定
の
字
音
諮

林
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芳

規

の
表
記
で
あ
る
。

2

右
の
字
音
語
の
漢
字
表
記
は 、

平
仮
名
で
そ
の
音
を
表
記
す
る
習
慣
が

定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う 。

同
時
代
の
訓
点
資
料
で
も
右
の



字品目
語
の
表
記
が
固
定し
て
い
な
い
こ
と
が
傍
証
と
な
る 。

3
平
仮
名
で
加
点し
た
訓
点
資
料
で 、
右
種の
字
音
語
は
片
仮
名
か
漢
字

で
表
記
し
た
事
実
が
あ
る 。
こ
れ
は
(1)(2)
を
別
の
面か
ら
裏
付
け 、

か
つ
平
仮
名
と
片
仮
名
と
は
等
価
値
で
な
い
こ
と
を
こ
こ
で
も
物
語
る 。

4
後
半
期
以
後は 、
形
式
語 、
頻
出
し
か
っ
草
体
と
し
て
菌
数の
少な
い

和
語
の
漢
字
表
記
も
加
わっ
た 。

5
そ
の
理
由
は 、
平
仮
名
二
字・
三
字
等
を
少
画
の
漢
字一
字で
書
く
と

い
う

経
済
的
な
面に
あっ
た
と
推
測
さ
れ
る 。

6
平
仮
名
専
用
文は 、
字
音
語
を
含
ま
な
い
和
歌の
表
記に
見
ら
れ
た
が 、

主
に(
4)
の
ご
と
き
和
語
の
漢
字
表
記
が
始
ま
る
以
前の
限
ら
れ
た
時
期

の
用
で
あっ
た
ろ
う 。

7
平
仮
名
文が
変
体
漢
文
中に
挿
入
さ
れ
た
り 、
片
仮
名
交
り

文
中
に
平

仮
名
が
用い
ら
れ
て 、
相
互
影
響
も
あっ
た
ら
し
い 。

8
今
後の
課
題
||

的
平
安
時
代の
年
代
明
記
の
資
料
を
よ
り

広
く

漁
る

要 。
例
鎌
倉
時
代
以
降の
平
仮
名
文の
実
態
調
査 。
内
平
安
時
代
成
立
作

品
の
古
写
本・
古
筆
切
の
表
記
の
検
討 。
同
漢
字
音
語の
国
語
化
の
過

程 。
同
類
音
表
記
の
考
察
等 。

平安時代の平仮名文の表記機式(lJ

が

一 、
は

き

し

本
稿に
関
す
る 、
明
治
以
後の
主
な
研
究
文
献
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る 。

(文献番号)(排列は発表順によっていない)

「
仮
名
の
字
源
に
つ
い
て」
橋
本

進
吉
(
著
作
集
第三
巻
再
収)

大
正
八・
五
月

大
正
十
五
年・
十
月

1 2 
『
平
安
時
代の
草
仮
名の
研
究』
尾
上
八
郎

(
国
語
説
鈴)

昭
六・
九
月

4
「
国
風
暗
黒
時
代に
於
け
る
女
子
を
め
ぐ
る
国
語
上の
諸
問
題」
吉

沢
義
則
(
岩
波
講
座
日
本
文
学)

昭
七
年

5
『
平
仮
名の
研
究』
吉
沢
義
則
(
国
語
科
学
講
座)
昭
九・
十
月

6

同

周

(
日
本
文
学
講
座)
昭
十・
二
月

7
『
国
語
史・
文
字
篤』
山
田
孝
雄

昭
十
二・
八
月

8
『
古
典の
批
判
的
処
置に
関
す
る
研
究』
池
田
亀鑑
昭
十
六・
二
月

9
『日
本
書
道
新
議』
吉
沢
義
則

昭
十
六・
五
月

ω
『日
本
書
道
随
講』

同

昭
十
八・
十一
月

日
『か
な
の
歴
史』
駒
井
驚
静

昭
二
六・
十
二
月

ロ
「
か
なの
発
生」
小
松
茂
美
(毎
日
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

『
書
道』)

昭
三
二・
五
月

日
「
石
山
寺
蔵
虚
空
蔵
菩
薩
念
論
次
第
と
そ
の
紙
背
文
書」
伊
東
卓
治

美
術
研
究一
七
六
号

昭
二
九・
七
月

比
「
青
蓮
院
蔵
表
制
集
及
び
漉
頂
阿
閤
梨
宣
旨
官
牒の
紙
背
文
書
に
つ

い
て」
伊
東
卓
治
美
術
研
究一
八
四
号

昭
三一
・

一
月

日
「
醐
醍
寺
五
重
塔
天
井
板の
落
書」
伊
東
卓
治
美
術
史
二
四
号

昭
三
二・
三
月

間

単
行

昭
三
四・
三
月

「
平
仮
名
用
法の
歴
史
(
明
治
以
前)
」
阪
倉
篤
義
言
語
生
活

昭
和
三
十・
七
月

亀
井
孝
『
図
説

昭
和
三
三・一一
月

3 
「
語
脈
よ
り

観
た
る
日
本
文
学」
吉
沢
義
則

17 16 叩山

喜一口
語
文
化
|か

な
の
成
立
と
その
機
能
|」

日
本
文
化
史』
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大
野

皿日
文
学加
号

昭
和
二
十
七・
十
二
月

初
「
文
字
史
研
究」
将校
誠
記
(『
現代の
国
語
学』の
「
国
語史
研

究
と
そ
の
分
野」
の
中)

昭
和
三
十一
・

十
二
月

幻
「
国
語
の
文
字
の
変
遷」

山
田
俊
雄
(
国
語
教
育
の
た
め
の
国
語

講
座
「
表
記
法
の
理
論
と
教
育」
の
中)

昭
和
三
十
三・
七
月

幻
「
文
字史の可
能
性
」

山
田
俊
雄

(
国
語
と
国
文
学三
七ノ
十)

昭
和
三
十
五・
十
月

お
「平仮名文」
中国祝夫
弓日本語の歴史』の「平安時代の

国
語」
の
中)

昭
和
三
十
二・
六
月

剖
「字
多天
皇宗
翰内
易抄
の
仮
名
字
体」

小林
芳
規
(
訓
点語
学

会
研
究
発
表)

昭
和
三
十
三・
六
月

お
「
和
名
抄
が
漢
詩
の
語
形
を
表
記
す
る
の
に
用い
た
方
法
を
中
心
と

し
て
文
字
遣
か
ら
平
安
時
代の
国
語
化
し
た
漢
字
音
を
探
る
い
と
ぐ
ち

||
漢
字
音
考
察の
こ

高
羽
五
郎(金
沢
大
学
法
文
学
部
論
集
文

学
篇
6)

昭
和
三
十
四・
二
月

お
「
源
氏
物
語
に
お
け
る
漢
語
集の
位
相」

原
田
芳
起
(
樟
蔭
文
学

日
号)

昭
和
三
十
四・
十
月

幻
「
草
仮
名に
よ
る
字
音
表
記
|

東
大
寺切
の
場
合
|」

春日
和
男

(
文
学
研
究
臼)

昭
和
三
十
四・
七
月

却
「
続
三
宝
絵
詞
東
大
寺
切
管
見」
春
日
和
男
(
国
語
国
文
三
O
五
号)

昭
和
三
五・
一
月

小
林
芳
規
(
王
朝
文
学
4

昭
和
三
五・
八
月

19 
「
仮
名
の
発
達
と
文
学
史
と
の
交
渉」

却
「
梁
慶一係ー
抄
現
存
本
の
表
記
の
検
討」

号)

日
本に
お
け
る
用
字
法
な
い
し
は
表
記
法の
研
究が
如
何に
あっ
た
か 、

ま
た
今
後
如
何に
あ
るべ
き
か 、
と
い
う

問
題
は 、
近
時 、
時
枝
誠
記
博
士

-aT
 

-
池
上
禎
造
氏・
山
田
俊
雄
氏
等に
よっ
て
論
ぜ
ら
れ
て
来て
い
る
か
ら
再

言
し
な
い 。
本
稿の
当
面の
意
図
は 、
平
安
時
代に
お
け
る 、
平
仮
名
を
主

た
る
文
字
と
し
た
文
章
の
表
記
様
式の
実
態
を
解
明
す
る
に
あ
る 。
平
安
時

代
を
選
ん
だ
の
は 、
平
仮
名
が
考
案
さ
れ
た
時
を
含
み
ま
た
そ
れ
に
最
も
接

近
す
る
か
ら
で
あ
る 。
そ
の
様
式が 、
もし 、
か
つ
て
説か
れ 、
ま
た
最
近

で
も
説か
れ
るご
と
く
(
例えば、
「
文
章史の
問
題
点
」

国
語
と
国
文
学
昭

三
五・
+
月) 、
厳
密
な
意
味
で
の
「
平
仮
名
専
用」
が
全て
に
用い
ら
れ
た

と
す
る
な
ら
ば 、
本
稿の
意
義は
殆
ど
な
く
な
ろ
う 。
し
か
る
に
事
実
は 、
い

わ
ゆ
る
消
息・
物
語
等の
実
用
文に
は 、
特
定の
漢
字
を
含
む 。
そ
の
漢
字の

性
質は
如
何
で
あ
る
か 。
平
仮
名
と
漢
字と
の一
文
中に
お
け
る
比
率・
交
渉

の
考
察
が 、
し
た
がっ
て 、
本
稿
で
は
主
要
な
部
分
を
な
す
こ
と
に
なっ
た 。

本
稿に
お
け
る
大
き
な
障
害は 、
資
料の
ま
だ
少
な
い
こ
と
で
あ
る 。
か

つ
て
論
考の
対
象
が
平
安
時
代の
和
歌
を
表
記
し
た
古
筆
切
を
主
と
し
た
折

に
比べ
る
と 、
日
常
適
用の
日
記・
消
息・
備
忘
な
ど
の
表
記
に
用い
ら
れ

た
平
仮
名
文の
資
料
も
次
第に
発
見
さ
れ
て
加
わ
り 、

書
写
目
的か
ら
み
て

鏡
賞
よ
り
実
用
性
の
もの
も
添い 、
位
相
的に
も
広
く
な
り 、

書
写
年
代
も

確
実
で
よ
り
資
料
性の
高い
もの
も
現
わ
れ
た 。
今
ま
で
に
知
ら
れ
た
現
存

資
料
を
並べ
る
と 、
今日
で
は一
応 、
平
仮
名
登
場と
さ
れ
る
平
安
中
期お

よ
び
後
期 、
院
政
期の
資
料が
揃い 、
当
代の
平
仮
名
文の
片
鱗
を
窺
え
る

体
勢
が
で
き
た 。
そ
れ
に
よ
れ
ば 、
日
記・
消
息
等の
実
用
的
な
平
仮
名
文

|こ
れ
の
方
が
和
歌よ
り 、
当
代の
表
記
法
考
察の
主
要
資
料で
あ
ろ
う
ー

は 、
そ
の
当
初か
ら
特
定
字
音
語
を
漢
字で
の
み
表
記
し
た
そ
れ
を
含ん
で
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い
る
。

和
歌
の
用
語
は 、

日
記
消
息
等
の
用
語
体
系
と
や
や
離
れ
て
字
音
語

等
を
含
み
難
い
。

し
た
が
っ
て
そ
こ
は
漢
字
表
記
の
語
が
入
り
難
い
地
盤
で

あ
っ
た

。

も
し 、

こ
の
和
歌
の
古
筆
切
に
基
づ
い
て 、

平
安
時
代
一

般
の
平

仮
名
文
の
表
記
様
式
を 、

例
え
ば
「
平
仮
名
専
用
」

等
と
速
断
し
た
と
す
れ

ば 、
そ
の
誤
り
は

、
か
つ
て
の
資
料
の
偏
在
に
起
因
す
る
。

や
や
資
料
の
拡
が

り
の
増
し
た
今
日
で
も 、

し
か
し 、

同
様
の
誤
り
に
対
す
る
憂
え
が
絶
え
ず

付
き
ま
と
う 。

何
故
な
ら 、

文
字
の
使
用
に
は

、

通
則
的
な
も
の
以
前
に 、

個
人
的
な
怒
意
的
な
問
題
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

と
す
れ
ば 、

資
料
の
少
な
さ
に
対
す
る
考
慮
は
最
大
に
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
稿
に
関
し
て
は 、

特
定
資
料
に
つ
い
て
既
に
池
田
亀
鑑
・

中
田
祝
夫
博

士
が
土
左
日
記
で
指
摘
さ
れ 、

同
じ
く

原
閉
芳
起
氏
が
源
氏
物
語
の
漢
語
実

を
論
ぜ
ら
れ
る
折
に
言
及
さ
れ 、

ま
た
高
羽
五
郎
氏
は
和
名
抄
の
漢
語
表
記

か
ら
国
語
化
し
た
漢
字
音
を
考
察
さ
れ
る
に
当
っ
て
論
及
さ
れ
た
し 、

春
日

和
男
氏
に
も
類
似
の
調
査
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
本
稿
に
は
事
新
し
い
点
は

殆
ど
な
い
。

し
か
し 、
一

作
品
だ
け
で
な
く 、

そ
れ
を
通
し
て
広
く
当
代
の

表
記
法
の
上
か
ら
体
系
的
通
則
的
な
も
の
を
見
ょ
う
と
し 、

ま
た
字
音
語
考

察
の
余
勢
と
し
て
で
は
な
く 、

平
仮
名
文
の
表
記
に
重
点
を
置
き 、

か
つ
和

語
を
漢
字
で
表
記
し
た
場
合
を
も
併
せ
て 、

ま
た
訓
点
資
料
を
も
傍
証
と
し

て 、

右
述
の
障
害
を
気
に
し
つ
つ
も 、

現
段
階
で
の
一

応
の
調
査
の
結
果
と

問
題
点
と
を
提
出
し 、

更
に
今
後
の
改
訂
の
機
を
望
み
た
い
と
思
う 。

〔資料〕
①

讃
岐
国
戸
籍
藤
原
有
年
申
文

貞
観
九
年
(
八
六
七)

②

智
証
大
師
病
中
言
上
書

同
右
頃

③

{
予
多
天
皇{
辰
翰
周
易
抄
脚
注
仮
名

寛
平
八
・

九
年
(
八
九
六
・

七)
頃

平安時 代 の平仮名 文 の 表記様式(IJ

東
南
院
文
書
平
仮
名
消
息

延
喜
五
年
(
九
O
五
)
(
?)

土
左
日
記
(
青
鈴
書
屋
本
に
よ
る
推
定)

承
平
五
年
(
九
三
五
)
(
?)

清
涼
寺
釈
迦
如
来
像
胎
内
文
書

承
平
八
年
(
九
三
八
)

醍
醐
寺
五
重
塔
天
井
板
の
落
書
平
仮
名

天
暦
五
年
(
九
五
二
)

石
山
寺
蔵
虚
空
蔵
菩
薩
念
講
次
第
紙
背
消
息

康
保
三
年(
九
六
六)
頃

道
風
書
状
(
道
風
晩
年)

道
風
没
(
康
保
三
年)

以
前

興
福
寺
本
因
明
義
断
略
記
所
見
和
歌

天
禄
二
年
(
九
七

二

頃

北
山
抄
紙
背
仮
名
消
息

長
徳
|

長
保
頃
(
九
九
六

一

O
O
四)

御
堂
関
白
記
所
載
和
歌
及
び
平
仮
名
文

長
保
六
年
(
一O
O
四)
・寛弘

八
年
(一
O一
一
)

伝
藤
原
行
成
築
仮
名
消
息

延
喜
式
紙
背
仮
名
消
息

長
元
(
一

O
ニ
八
|

三
七
)

の
年
号
あ
り

青
蓮
院
蔵
表
制
集
及
び
謹
頂
阿
関
梨{
且
旨
官
牒
の
紙
背
仮
名
消
息

永
保
三
・

四
年
(
一

O
八
三)

、
応
徳
二
年
(
一

O
八
五
)

⑬

元
永
本
古
今
集

元
永
二
年
(
一
一
二
O)

⑫

東
大
寺
切
三
宝
絵

保
延
元
年
(
一
一
三
五
)

(
付
1

所
拠
は 、

②
は
「
文
献
叩
」

の
写
真

。

③
⑪
⑫
は
各
複
製
本

。

⑨

⑬
⑬

は
日
本
名
筆
全
集

。

④
は
大
日
本
古
文
書
二

。

⑤
は
「
文
献
8
」

の
第
三
部

。

⑤
⑦

は
「
文
献
日
」 。

③
は
「
文
献
日
」 。

⑬
は
「
文
献

MH
」 。

⑬
は
「
古
今
和
歌
集
成
立
論 、
資
料
篇
」 。

⑫
は
「
文
献
幻
却
」 。

⑬
は
中
問
視
夫
博
士
の
教
示
に
よ
る
)

(
付
2
右
の
資
料
は 、

消
息
・

物
語
・

端
書 、

和
歌
な
ど
異
質
の
も
の
を

含
ん
で
い
る
か
ら
各
別
に
扱
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
本
稿
で
は 、

そ
の
結
果
に
和
歌
以
外
は
淫
庭
を
見
な
い
の
で
一

括
し
て
扱
っ
た
。

な

お
、

⑮
と
類
似
の
も
の
と
し
て
三
十
六
人
集
や
類
衆
歌
合
が
あ
る
が 、

文
献
お
で
そ
の
一

端
に
言
及
し
て
お
り 、

大
差
な
い
の
で
本
稿
で
は
蝕

⑫⑪⑬⑨③⑦⑤⑤④ ⑬⑬⑬ 
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れ
な
か
っ
た
。

ま
た
和
歌
の
宙
筆
切
の
類
は

、

書
写
年
代
が
明
確
で
な

い
の
で

、

原
則
と
し
て
本
稿
で
は
言
及
し
な
か
っ
た
)

※
前
掲
害
の
外
に
次
の
諸
論
で
あ
る
。

時
枝
誠
記
『
国
語
学
原
論
』

第
二
第
第
二
意
文
字
論

昭
和
十
六
年

池
上
禎
造
「
文
字
論
の
た
め
に
」

国
語
学
二
十
三
絹

昭
和
三
十
三
年

H

「
国
語
表
記
法
の
諸
問
題
」

続
日
本
文
法
講
座
2

昭
和
三
十
三
年

υ

「
文
字
ー

そ
の
本
質
と
機
能
」

国
語
教
育
の
た
め
の
国
語
講

座
3

昭
和
三
十
三
年

山
田
俊
雄
「
文
字
と
表
記
法
」

講
座
現
代
国
語
学
E

昭
和
三
十
二
年

二 、

土
左
日
記
貫
之
自
筆
本
の
漢
字
の
検
討

土
左
日
記
の
現
存
諸
本
か
ら 、
池
田
亀
鑑
博
士
が
再
建
さ
れ
た
所
に
よ
る

と 、
貫
之
自
筆の
原
本に
は
こ
O二
字の
漢
字が
使
用
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ

る
(
文
献
8、
第一
部
ニ
ニ
ニ
ベ) 。
今 、
青
駅間
書
屋
蔵
為
家
本に
よっ
て
漢

字
の
全
例
を
類
別
し
て
挙
げ
る 。
(
文
献8
の
第
三
部に
よ
る)
(
各
例
の
下

の
数
字
は
用
例
数
を
示
す)

H 、
ω
願 2

元
日

京ロ

白
散 2
病
者
明
林
中
将

倒
日
記

防
郎
等
講
師 2

相
応
寺
不
用

院 2

ω
附
二
月一
日

二
日2

三
日2

四
日2

五
日2

六
日2

七
日2
八
日2
九
日2
十
日2
十一
日
十
二
日2
十

三
日2

十
四
日2

十
五
日2

十
六
日
十
七
日
十
八

日

十
九
日

廿
日

廿一
日

廿
二
日2

廿
三
日2

廿
四
日2

廿
五
日2

廿
六
日2

廿
七
日 2

廿
八

日2

廿
九
日2

同
一
文
字
十
文
字

削
故

刷
{予
多

伸 、
的
子
日2

附
人
子 2

日
千
と
せ

右
の
う
ち 、
付
の
ωか
ら
閉
ま
で
の
全
字
は 、
文
献8
の
「
土
左日
記
諸
本

(注l)

校
異」
に
よっ
て
見
る
に 、
他
の
諸
本
皆
漢
字で 、
こ
う
なっ
て
い
る 。
(「

故
」
「
字
多
」

は
為
相
本
で
は
漢
字
で
な
い

。

し
か
し
為
相
本
は
改
自民
あ
り 、

と
さ
れ
る
の
で
除か
れ
る)
こ
れ
は
池
田
博
士
が
原
本
再
建の
可
能
な
方
法

と
し
て
示
さ
れ
た 、「一二 、
青
筋
書
屋
本の
本
文が
他の
部
門
所
属の
六つ
の

写
本
と一
致
し
て
ゐ
る
場
合に
は 、
原
本の
本
文
を
伝へ
て
ゐ
る
と
見て
差

支
な
い」
と
い
う

点に
合
う
もの
で 、
し
た
がっ
て 、
原
本に
存
し
た
と
見

ら
れ
る
漢
字で
あ
る 。

次
に 、
悼
の
附の
う
ち 、
先
ず
「
人」
は
二
月
六
日
の
「
お
も
ひ
の
ほ
か

な
る
人の」
が一
例
だ
け
で
あ
る 。
校
異
で
は
為
相
本
が
「
ひ
と」
と
平
仮

名
で
為
る 。
池
田
博
士
の
方
法に
よ
る
と 、
右の
「
故」
「
宇
多」
と
同
じ

理
由
で 、
原
本
が
漢
字
で
あっ
た
こ
と
に
な
る 。
と
す
れ
ば 、
こ
の
「
人」

は 、
字
音
を
表
わ
し
た
場
合
と 、
和
語
の
「
ひ
と」
を
漢
字
表
記
し
た
場
合

と
の
二
通
り
が
考
え
ら
れ
る 。
こ
の
「
人」
が
字
音
表
記
だ
と
す
る
と「
故」

な
ど
と
同
類
と
な
ろ
う
が 、
何
故に
こ
こ
だ
け
字
音に
し
た
か
不
明
と
な
る 。

後
者
と
見
る
と 、「
ひ
と」
の
例
は
土
左
日
記
で
は
百
例
程
あ
る
が 、
青
駅間
書

屋
本
で
は 、
右
以
外
は
すべ
て
平
仮
名
で
書
か
れ
て
い
て
唯一
の
例
外
と
な

る 。
こ
の
吉
例
程に
つ
い
て 、
定
家
本・
宗
綱
本
系
統・
実
隆
本
系
統は 、

官十
日
五
色
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殆
ど
一

様
に
漢
字
「
人」

に
書
き
改
め
て
い
る
。

こ
れ
は
定
家
の
時
代
の
慣

用
の
よ
う
に
さ
え
思
わ
れ
る
。

き
す
れ
ば
青
鎗
書
屋
本
も 、

こ
こ
は
定
家
の

子
為
家
か 、

そ
の
書
写
者
の
慣
用
に
ひ
か
れ
て
後
改
し
た
箇
所
と
見
ら
れ 、

疑
の
残
る
所
で
あ
る
。

同
様
の
こ
と
が
「
臼
し
き
り
に
(
十
二
月
二
十
一

日)
」

に
つ
い
て
も
見
ら
れ
る
。

校
異
で
は
為
相
本
の
外
に
定
家
本
に
も
「
日
」

の

漢
字
が
な
い
。

池
田
博
士
の
方
法
に
よ
る
と 、

こ
れ
も
原
本
に
「
日
」

が
存

し
た
こ
と
に
な
る
が 、

青
駅間
書
屋
本
で
は
日
付
は
漢
字
で
表
わ
す
が 、

和
語

「
ひ
」

の
表
記
は
(
次
の
「
子
日
」

以
外
は)

二
四
例
皆
平
仮
名
で
あ
る
。

こ
の
二
四
例
の
平
仮
名
も 、
{
疋
家
本
・

宗
綱
本
系
統
・

実
隆
本
系
統
で
は
殆

ど
漢
字
「
日
」

に
改
め
ら
れ
て
い
て 、

こ
れ
が
定
家
の
時
代
の
慣
用
の
よ
う

に
見
ら
れ
る
。

き
す
れ
ば 、

青
鈴
書
屋
本
の
右
の
唯
一

の
例
外
も
「
人
」

同

様
に
後
改
の
疑
が
残
る
所
で
あ
る
。

次
に
「
千
と
せ
(
二
月
十
六
日)
」

の

「
千」

は
、

池
田
博
士
は
「
千
」

が
貫
之
当
時
の
常
用
の
平
仮
名
で
は
な
か

っ
た
ろ
う
か
ら
漢
字
と
見
ら
れ
た 。

土
左
日
記
に
は
「
ち
と
せ
」

三
例 、
「
ち

よ
」

が
二
例
あ
る
が 、

青
脚類
書
屋
本
で
は 、

右
以
外
は
皆
平
仮
名
「
ち
」

で

あ
る
。

特
に
定
家
臨
挙
の
箇
所
は
明
ら
か
に
「
ち
」

と
あ
る
。

と
こ
ろ
が 、

宗
綱
本
系
統
で
は
一

様
に
「
千
年」

「
千
世
」

ま
た
は
「
千
よ
」

と
あ
り 、

実
隆
本
系
統
で
も
「
千
と
せ
」

「
千
世
」

と
「
千
」

で
あ
り 、

池
田
博
士
の

校
異
に
は
挙
げ
て
い
な
い
が
定
家
本
で
も
「
千
世
」

と
あ
る
。

き
す
れ
ば 、

右
の
青
第
書
震
本
の
唯
一

例
の
「
千
」

も
後
改
の
疑
の
余
地
が
あ
る
。

残
る

「
子
」

の
二
例
は 、

二
月
九
白
の
終
り
の
記
事
に 、
「
子
と
も
な
か
り
き 。

い

た
れ
り
し
く
に
に
て
そ
子
う
め
る
も
の
」

と
続
い
て
出
て
い
る
。

校
異
で
は

為
相
本
が
「
こ
」

と
平
仮
名
で
あ
る
。

土
左
日
記
で
は
こ
の
語
の
使
用
箇
所

は
一

O
例 、

「
を
ん
な
ご
」

は
四
例
あ
る
。

こ
れ
を
青
駅間
書
農
本ー
で
は
右
の

平安時代の平仮名 文 の 表記綴式( 1 ) 

二
箇
所
以
外
は
平
仮
名
を
用
い
て
い
る
。

右
の
二
月
九
日
の
条
の
他
の
「
ひ

と
の
こ
」

「
こ
を
」

の
方
は 、

青
鎗
書
屋
本
は
平
仮
名
で
あ
る
が 、

定
家
本

は
「
人
の
子
」
「
子
を
」 、

宗
綱
本
も
「
人
の
子」
「
子
を
」

で 、

実
隆
本
は
「

ひ
と
の
子」

と
皆
漢
字
で
あ
り 、

為
相
本
は
「
こ
」

と
平
仮
名
で
あ
る
。

「

を
ん
な
こ
」

も
十
二
月
二
十
七
日
の
例
は 、

宗
綱
本
系
統
の
近
衛
家
本
が
「

女
子」

と
あ
る
。

き
す
れ
ば
後
に
「
子
」

と
書
く

慣
用
に
な
っ
た
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
し 、

そ
れ
の
影
響
で
青
駅間
書
屋
本
の
右
二
箇
所
だ
け
に
「
子
」

と

漢
字
を
用
い
た
か
と
疑
わ
れ
る
。

伺
ノ
仰
の
「
子
日
」

は
一

月
二
十
九
日
の

「
け
ふ
は
子
日
な
れ
ば
」
「
子
日
の
う
た
に
て
は
」

で
あ
る
。

定
家
本
で
は
共

に
「
ね
の
日
」

と
あ
る
。

「
ね
の
び
」

は
土
左
日
記
に
は
他
に
二
例
あ
る
。

皆
一

月
二
十
九
日
で
青
籍
書
屋
本
で
は 、

そ
の
方
は
「
京
の
ね
の
ひ
の
こ
と
」

「
け
ふ
は
ね
の
ひ
か
」

と
平
仮
名
で
あ
る
。

こ
れ
を
定
家
本
で
は
共
に
「
子

日
の
こ
と
」

「
子
日
か
」

と
表
記
し 、

近
衛
家
本
で
も
「
子
の
日
の
こ
と
」

「
子
日
か
」

と
し 、
為
相
本
で
も
「
子
日
」

と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
原
本
が
漢

字
で
あ
っ
た
か
平
仮
名
で
あ
っ
た
か
の
判
定
は
難
し
い
。

要
す
る
に 、

池
田
博
士
が
貫
之
自
筆
本
に
存
し
た
と
さ
れ
る
漢
字
の
中
に

は 、

そ
の
筒
所
だ
け
に
つ
い
て
諸
本
と
の
関
係
を
見
る
場
合
に
は
そ
の
よ
う

に
考
え
ら
れ
て
も 、

そ
の
同
語
の
土
左
日
記
全
用
例
の
表
記
か
ら
見
る
と 、

漢
字
で
書
い
た
伺
の
右
の
諸
例
は
む
し
ろ
例
外
的
な
も
の
で
あ
り 、

後
改
の

疑
の
存
す
る
も
の
で
あ
る
。

特
に 、

こ
の
同
所
属
語
は
頻
出
度
の
高
い
「
和

語
」

で
あ
っ
て 、

後
述
の
ご
と
く 、

定
家
や
為
家
の
頃
に
は
漢
字
で
書
く
の

が
普
通
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら 、

忠
実
な
写
と
さ
れ
る
青
筋
書
屋
本
で

も 、

ま
ま
右
の
よ
う
な
後
改
の
存
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
か
ろ
う 。

池

田
博
士
が
原
本
再
建
に
示
さ
れ
た
方
法
は 、

可
能
性
の
い
く
つ
か
を
挙
げ
ら
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れ
た
も
の
で
あっ
て 、
個々
に
つ
い
て
見
れ
ば 、
現
存
諸
本
に
共
通
し
て
後

の
形
に
変
え
た
場
合
も
考
え
ら
れ
る
所
で
あ
る 。

目
を
H
の
諸
漢
字に
転
ず
る 。
こ
れ
ら
は
帥
の
和
語
に
比
較
す
る
と 、
土

左
日
記
中の
全
例
数
は
少
ない
が 、
倒
的
の
日
付
や
ωの
「
京」
の
ご
と
く

使
用
例の
多い
もの
も
あ
る 。
そ
れ
ら
を
初
め
と
し
て
観
察
す
る
に 、
常に

漢
字で
の
み
表
記
さ
れ
て
い
て 、
同
語
が
平
仮
名
で
表
記
さ
れ
た
例
は
殆
ど

存
し
ない 。
こ
の
点が
付
と
異
な
る 。

右の
Hの
う
ち 、
ωの
「
願」
と
「
京」
「
病
者」 、
倒の
「
日
記」 、
同

の
「
郎
等」
「
不
用」 、
切の
「
故」
に
つ
い
て
は 、
皆
そ
れ
ぞ
れ
に
字
音
語

の
表
記
で
あっ
た
ろ
う
こ
と
を 、
池
田
博
士
が
詳
細
に
考
証
さ
れ
て
い
る
(

文
献
8、
第一
部
二
二
三
ベ
以
下) 。
他に
も
「
相
応
寺」
「
白
散」
な
ど
字

音
語
の
表
記
以
外
に
は
考
え
ら
れ
ない
も
の
が
あ
る 。
こ
れ
ら
が
字
音
表
記

で
あっ
た
と
吃
る
と
(
文
献
お
参
照) 、
ωの
「
願」
の
類
は
合
働
音
を
含

む
語
で
あ
り 、
「
京」
の
類
は
関
効
音
を
含
む
語
で
あ
る 。
聞の
「
日
記」

ぱ
入
声
音
を
含
み 、
同の
「
郎
等」
「
講
師」
の
類
は
尾
子
音
に
喉
内
被
音

を
含
む
語
で 、
「
院」
は
舌
内
接
音
で
終
る
語
で
あ
る 。
削の
日
付
等
は 、

語
と
し
て 、
あ
る
い
は
効
音 、
あ
る
い
は
入
声
音・
三
内
接
韻
尾
を
含
ん
で

い
て
右
に
準
ず
る 。

こ
れ
ら
の
字
音
を
含
む
音
節
を 、
仮
名
で
表
記
す
る
習
慣
は
当
時
ど
ん
な

で
あっ
た
ろ
う
か 。
仮
名は 、
土
左
日
記
成
立
当
時に
は 、
平
仮
名
が
あ
り 、

ま
た
漢
文
訓
読
の
た
め
に
考
案
さ
れ
た
略
体
仮
名
が
あっ
た
こ
と
は
資
料の

示
す
所
で
あ
る 。
平
仮
名
で
ど
う

表
わ
す
約
束
が
成っ
て
い
た
か
は
今
問
題

に
し
て
い
る
点
で
あ
る 。
訓
点
資
料に
つ
い
て
は
中
田
祝
夫
博
士
に
精
考
が

あ
る
(
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究 、
総
論
篇
八
三
回ベ
以
下) 。
中
田
博
士に

よ
れ
ば 、
地
蔵
十
輪
経
元
慶
七
年
(
八
八
三)
点
で
は 、
同問
音は
関
川仰
音
合

槻
音
と
も
に

類
音
表
記
だ
け
で
「
蕉
少
・

整
正
・

郭
果
ク
・

灰
火

」

の
ど
と

く
であっ
て
仮
名
に
よ
る
表
記
は
見
ら
れ
ない
。

(
た
だ
し

仮
名
に
よ
ろ「
粛

スク」
「
謝サ」
が
あ
る
が 、
中
国
博
士
は
直且固
化
し
た
も
の
か
と
さ
れ
る 。

こ
れ
を
サ
行
子
音
の
音
価
に
関
し
て
説く
論
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
そ
れ
に
深

〈
入
ら
な
い
。)

三
内
被
音
で
は 、

唇
内
接
音
が
「
ム
」

に
固
定
す
る
傾
向

を
見
せ
て
来て 、
「
厳ケム・
焔エム・
飼ケム・
感カム」
等
が
多い 。
し
か

し
類立回
表
記
(「
鍛心」)・
省
記
(「
飼ケ」))
も
あ
る 。
舌
内
接
音は
ま
だ
表

記
が
固
ま
ら
ず 、

類
音
表
記
の
場
合
が
多
く 、
「
言
見
・

扇
千
・

辛
身
・

読
問」

の
ご
と
く
で
あ
る 。
外に
仮
名
表
記
に
「
刑セニ・
淡タ
こ
や
「
鮮セレ・

孫ソレ」
が
あ
る
が
表
記
が一
定
せ
ず 、
省
記
の
「
論ロ・
奮7・
遜ソ・
津

之」
も
か
な
り
見
え
る 。
喉
内
按
音
も
ま
だ
類
音
表
記
が
多
く(「

整正・
暢

長・
弄令」
等) 、
一
方
仮
名
で
「
ウ」
の
表
記
も
あ
る
が
(「
重チウ・
相

サワ」) 、
省
記
の
例
も
あっ
て
(「
験7
声ソ・
乗所」)
表
記
し
難
し
か
っ
た

と
見
ら
れ
る 。
た
だ
三
内
入
声
は
仮
名
表
記
が
早
く
固
定
し
て
唇
内
「フ」

(
蹴-フ
7)
、

舌
内
「
ツ
・

チ
」
(
沫
マ
ツ
・

哲
テ
チ
・

折
セ
チ)
、

喉
内
「
キ
・

ク
」

(
隙ケキ・
薄ハ
ク・

沫モク)
と
なっ
て
い
る
が 、
各々
類品目
表
記
や
省
記
も

ま
だ
存
す
る
(
笈及・
渋之・
激発・
利ラ・
責借・
禄六) 。

こ
れ
を 、
土
左
日
記
中の
漢
字
表
記
けの
諮の
字
音と
比べ
る
と 、
「
願

・
京」
等
は
合
倣
音・
開
劫品目で
地
蔵
十
輸
経
元
慶
点の
働
音
が
類
音
表
記

だ
け
で
あっ
た
事
実
と
合ぃ 、
ま
た
「
郎
等・
不
用」
等
は
喉
内 、「
院」
は

舌
内
の
援t日で 、
元
康
点で
表
記
が
回
定
し
な
かっ
た
こ
と
と
合
う 。
「
日

記」
は
舌
内
入
声
を
含
む
の
で
あ
る
が 、
元
康
点に
は
類
音
表
記
の
語
が
あ

っ
た 。
さ
す
れ
ば
土
左
日
記
で
漢
字
表
記
の
語
は 、
仮
名
で
表
記
す
る
習
慣
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の
回
定
し
て
い
な
か
っ
た
字
音
語
表
記
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

(
た
だ
し 、
「
不
用
」
「
日
記
」

の
「
不」
「
記
」

の
ご
と
く 、

右
の

立
回
節
を
含
ま
ぬ
漢
字
も
あ
る
の
は
漢
字
表
記
が
文
字
と
し
て
で
は
な
く 、

議

と
し
て
な
さ
れ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る)
。

土
左
日
記
か
ら
字
音
語
を
拾
う
と 、

右
に
挙
げ
た
も
の
以
外
に
は 、

次
の

諸
語
が
あ
る
。(糊叩
一誤報

に)

ω

さ
う
じ
も
の
(
精
進
物)

倒

か
い
ぞ
く
(
海
賊)

6

せ
ち
み
(
節
忌)

2

ω

す
は
う
(
蘇
芳)

(
?)
ゃ
う
(
様)
問

削

ぜ
に
(
銭)

3

と
に
に
(
頓)

て
い
け
(
天
気)

て
け
(
天
気)

ゑ
ず
・

ゑ
じ
(
怨)

も
じ
(
文
字)

5

同

む
ま
(
馬)

4

む
め
の
は
な
(
梅
花)

ゑ
(
絵)

れ
い
(
例)

4

げ
ゆ
(
解
由)

と
う
そ
(
屠
蘇)

こ
れ
ら
は
青
砿知
書
屋
本
で
は
皆
平
仮
名
で
あ
り 、

校
異
に
よ
れ
ば 、

諸
本
の

う
ち 、

近
衛
家
本
が
「
海
賊」
「
男
文
字
」

「
梅
花」

「
馬
」
「
す
わ
う」

と

し 、

実
隆
本
系
統
が
「
と
も
に
(
と
に
に
)
」

と
す
る
異
同
が
あ
る
が 、

他

は
平
仮
名
で
あ
る
か
ら 、

池
田
博
士
の
方
法
に
よ
っ
て

、

原
本
も
平
仮
名
で

あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

こ
れ
を
地
蔵
十
輪
経
元
慶
点
の
略
体
仮
名
に
よ
る
表
記
と
比
較
す
る
と 、

殆
ど
一

致
す
る
。

ω
の
「
さ
う
じ
も
の
」

は
「
謝
サ

」

に 、

仰
の

「
か
い
ぞ

く
」
「
せ
ち
み
」

は
「
薄
ハ
ク

哲
テ
チ

」

に 、

聞
の
「
す
は
う

」

は
「
相
サ
ウ

」
・

に
通
ず
る
。

削
の
舌
内
援
品
目
に
「-
こ

表
記
(
ぜ
に
・
と
に)

、
省
記
(
て
け

・

ゑ
ず)

の
あ
る
こ
と
も
「
刑
セ
ニ
・

論
ロ

」

と
共
通
す
る
。

「
イ
」

表
記
は

平安時 代 の平仮名文 の 表 記様式( 1 ) 

元
慶
点
に
は
見
な
い
が

、

同
じ
頃
の
知
恩
院
蔵
大
唐
三
蔵
玄
突
法
師
表
啓
古

点
に
は
「
坂
ハ
イ
・

鈎
ク
イ

」

と
あ
り 、

湖
れ
ば
西
大
寺
本
金
光
明
優
勝
王
経

カム

ヂウ

ヘイ

古
点
に
は
m
(
含)
・時

(
重)

と
並
ん
で
n
を
「
鞭
杖
」

の
ご
と
く
表
記

し
た
こ
と
は
春
日
博
士
の
説
か
れ
た
所
で
ゐ
る
。

た
だ
し
元
度
点
を
初
見
と

し
る

つ
」

の
符
号
は
土
左
円
記
に
は
見
ら
れ
な
い
。

(
ち
な
み
に 、

表
啓
古

点
の
舌
内
接
音
の
表
記
は 、
「
イ
」

の
外
に
は 、

詮千
推水遷千
銀言
秦神
償分
滑ケ

の
ご
と
き
類
音
か
省
記
で 、

効品
目
表
記
は 、

冊尺

若尺
木
燭尺
火
完化
柚シワ
産
灰化
重
訳若ク

の
ご
と
く
類
音
表
記
で
あ
る)
。

土
左
日
記
は
平
仮
名
に
よ
る
表
記
で
は
あ
る

が 、

地
蔵
十
輪
経
・

三
蔵
法
師
表
啓
の
訓
点
の
略
体
仮
名
表
記
と
相
通
ず
る

点
の
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

和
名
抄
は 、

土
左
日
記
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
す
る
。

た
だ
し
こ
れ
は
漢
和

字
書
で
あ
り 、

か
つ
標
出
漢
語
に
対
照
し
た
「
和
名
」

は
万
葉
仮
名
で
表
記

さ
れ
て
い
る
か
ら 、

土
左
日
記
と
は
表
記
の
性
質
も
形
式
も
異
な
る
。

そ
の

標
出
漢
詩
に
対
照
し
た
「
和
名」

は 、

多
く
は
固
有
の
和
語
で
あ
る
が 、

中

に
漢
字
音
の
語
も
相
当
混
花
す
る
。

例
え
ば
「
俗
云
之
曽
久
(
紙
燭)
」
「
俗

一
玄
佐
久
奈
走
佐
(
石
楠
草)
」
「
俗
云
阿
元
之
知
」
「
加
岐
(
餓
鬼)
」
「
化
乃

久
豆
(
靴)
」
(
以
上
十
巻
本)

の
ご
と
く
で
あ
る 。

こ
の
漢
字
音
の
表
記
に

仮
名
表
記
と
類
音
字
表
記
と
の
別
が
あ
っ
て

、

両
表
記
が
一

定
の
基
準
の
下

に
区
別
さ
れ
て
い
た
こ
と
を 、

高
羽
五
郎
氏
は
文
献
お
に
お
い
て 、

十
巻
本

に
よ
り 、

詳
細
に
調
査
さ
れ
て

、

有
益
な
結
果
を
出
さ
れ
た

。

そ
れ
に
よ
れ

ば 、

合
効
音
は
「
化
緒
(
火
舎)
」

「
化
乃
久
豆
(
靴
こ

の
ご
と
く

漢
字
表

記
で
(
た
だ
し
「
加
岐
」

の
例
が
あ
る) 、

関
倣
音
は
二
十
三
例
が

「
中
尺
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(
稔
石)
」
「
象
乃
古
度
(
等)
」
な
ど
漢
字
表
記 、

外
に
「
佐
久
路
(
石
橋)
」

「
佐
須
(
扱
首
」

な
ど
い
わ
ゆ
る
直
音
化
し
た
例
が
七
例
仮
名
表
記
で
あ
る
。

舌
内
接
音
に
は 、

漢
字
表
記
(
「
天
和
(
天
冠)
」 、
「
-
こ

表
記
(
「
世
遁
字
知・

(
意
銭
こ) 、

無
表
記
(「
由
比
(
遊
牝
こ)

、
「
字
須
(
雲
珠)
」)
が
あ
る
。

三

内
入
声
は
「
チ
」
(「
波
知
(
鉢)
」)
・

「
フ
」
(
「
行
衣
布
(
杏
業)
」)
・

「
ク
」

(
「
賀
久
加
乃
止
利
(
覚
駕
烏)
」)

な
ど
殆
ど
一

定
の
表
記
を
と
る
が 、

類
音

表
記
も
「
中
尺
(漁
石)」
(こ
れ
は働
音
を
含むた
め
で
あ
ろう)
な
ど
あ
る
。

和
名
抄
の
現
存
本
は
後
世
の
転
写
本
で
あ
る
か
ら
そ
の
点
を
考
慮
す
る
と

し
て
も 、

右
に
指
摘
さ
れ
た
事
実
は

、

土
左
日
記
と
比
べ
て 、

働
音
表
記
が

漢
字
で
共
に
表
記
さ
れ
る
こ
と
で
も 、

特
に
「
さ
う
じ
も
の
」
$
「
佐
久
路
」

の
ご
と
き
仮
名
表
記
の
共
に
存
す
る
こ
と
も 、

舌
内
接
且
日
に
諸
種
の
表
記
の

あ
る
こ
と
も 、

入
声
表
記
も 、

相
通
ず
る
表
記
で
あ
る
こ
と
に
お
い
て
看
過

で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。

そ
の
態
度
は

、

高
羽
氏
の
い
わ
れ
る
ご
と
く
「
和

名
抄
の
著
者
の
独
創
で
は
な
く 、

も
っ
と
広
く
同
様
の
態
度
が
存
在
し 、

他

に
も
同
様
の
表
記
体
系
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
い
う

推
定
を
裏
付
け
る

も
の
で
あ
る
。

土
左
日
記
の
作
者
貫
之
が
活
躍
し
た
時
代
(
延
喜
か
ら
天
暦
こ
ろ)

は 、

平
仮
名
お
よ
び
片
仮
名
が
新
し
い
文
字
と
し
て
登
場
し
て
来
る
画
期
的
な
時

期
で
あ
る
。

和
名
抄
の
成
立
は
ま
た
こ
の
時
期
で
あ
る
。

地
蔵
十
輸
経
の
加

(ム在2)

点
さ
れ
た
元
慶
七
年
は 、

延
喜
を
湖
る
十
数
年
前
に
な
る
。

表
記
の
文
字
が 、

平
仮
名
・

万
葉
仮
名
・

片
仮
名
と
そ
の
形
式
を
異
に
し
な
が
ら
も 、

右
の
三

穫
の
資
料
の
表
記
様
式
に
お
い
て
共
通
し
て
来
る
こ
と
に 、

当
時
の
表
記
体

系
体
の
一

端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

土
左
日
記
の
漢
字
表
記
の
語
に
は

、

右
の
よ
う
な
表
記
体
系
に
よ
っ
た
以

外
に 、

他
の
原
理
に
よ
る
漢
字
表
記
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か

。

前
掲
の

H
削
は
い
ず
れ
も
数
字
を
含
む
語
群
で
あ
る
。

土
左
日
記
で
は
和
語
で
数
を

示
す
時
は
「
ひ
と
」

「
ひ
と
つ
」

「
ひ
と
ひ
」
「
み
そ」
「
な
な
」
「
よ
そ
か
」

「
い
か
」

と
平
仮
名
表
記
で
あ
る
か
ら 、

こ
の
漢
字
は
字
音
語
の
表
記
で
あ

ろ
う 。

き
す
れ
ば
各
語
に
「
月
」

「
日
」

「
色
」

の
勧
音
・

入
声
音
合
含
む

と
考
え
ら
れ 、

ま
た
数
字
も
効
音
・

三
内
按
音
・

入
声
音
を
含
む
か
ら 、

漢

字
表
記
の
理
由
も
一

応
首
肯
で
を
る
。

し
か
し
子
細
に
見
れ
ば 、
「
四
」
「
五
」

の
ご
と
く
右
の
音
節
を
含
ま
ぬ
数
字
も
あ
り 、

ま
た
三
内
接
音
・

入
声点
目
で

も
仮
名
書
の
例
も
他
の
語
に
は
あ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら 、

「
さ
む
(
三)
」
「

じ
ふ
(
十
こ

の
ご
と
き
表
記
も
あ
っ
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
の
に 、

等
し
く

漢
字
表
記
で
あ
る
の
は
「
数
字」

は
字
音
語
と
し
て
は
漢
字
表
記
す
る
原
則

が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う 。

(
後
掲
の
錯
資
料
も
同
様
で
あ
る
)

。

次
に
「
故」

「
宇
多」

の
漢
字
が

あ
る
。

共
に
孤
例
で
あ
っ
て

そ
の
理
由
は
不
明
で
あ

る
。

「
宇
多」

は
固
有
名
詞
で
あ
る
。

し
か
し
他
の
固
有
名
詞
は
平
仮
名
で

あ
る
か
ら
必
ず
し
も
理
由
と
し
難
い
。

「
字」

「
多」

は
当
時
の
平
仮
名
の

字
母
は

、

そ
れ
ぞ
れ
こ
の
字
か
ら
出
て
お
り 、

漢
字
の
箪
と
紛
れ
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。

「
故」

も
当
時
の
資
料
に
は
ま
だ
指
摘
で
き
な
い
が 、

後
に

は
字
母
と
な
る
も
の
で 、

あ
る
い
は
同
じ
く

紛
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か

。

為

相
本
は
こ
の
二
語
は
平
仮
名
で
あ
る
。

青
駅間
書
屋
本
で
和
語
を
漢
字
表
記
に
し
た
「
人」
「
子
(一
一
例)
」
「
日
」

「
千
」

は 、

同
一諸
を
平
仮
名
で
書
い
た
例
か
ら
見
れ
ば
吉
例
・

二
四
例
等
の

中
の
孤
例
で
あ
っ
て 、

い
ず
れ
も
定
家
・

為
家
の
時
代
に
は
漢
字
表
記
が
慣

用
と
な
っ
た
語
で
あ
る
か
ら
(
後
述)

、
転
写
の
際
に
紛
れ
入
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

同
穫
の
和
語 、

例
え
ば
「
を
む
な
」
「
や
ま
」
「
ふ
ね
」
「
ま
た
(
叉
こ
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平安時代の平仮名文の表記様式 ( 1 )

「
な
か
」
「
っ
き」
「
き」
「
た
つ
」
「
い
ふ
」

な
ど
は
す
べ
て
の
例
が
平
仮
名

表
記
で
あ
る
。

万
葉
集
に
は
既
に
訓
仮
名
の
用
法
が
あ
る
か
ら 、

こ
れ
ら
を

漢
字
で

表
記
し
て
も

差
し

支
え
は

な
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が 、

和
歌
を
離

れ
る
と 、

正
倉
院
仮
名
文
書
の
二
通
の
消
息
(
天
平
宝
字
六 、

七
六
二
頃)

(注3)

の
ご
と
く 、

和
語
を
仮
名
だ
け
で
表
記
し
て
お
り 、

そ
れ
が
土
左
日
記
の
和

語
の
表
記
に
つ
な
が
っ
て
行
く
の
は
興
味
あ
る
事
実
で
あ
る 。

ま
允 、

そ
う

い
う

基
盤
の
中
に 、

国
語
化
し
た
字
音
語
の
所
定
の
語
を
漢
字
表
記
し
た
事

実
が
土
左
日
記
に
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る 。

(
注
l)

右
の
う
ち
「
五
色」
の
み
は
定
家
本
が
「
五
し
き」
と
あ
り 、
他

は
青
総
書
屋
本
とA口
う 。
き
す
れ
ば 、
池
田
博
士
の
方
法
の
「
四 、

青
本
の
文
句
の
書
き
方
が
他
の
二
つ
以
上
の
部
門
(
略)
例
え
ば
D

E
F
G
等
の
書
き
方
と一
致
し 、
他
の一
部
門
A
の
書
き
方
と
異
な

る
や
う
な
場
合
に
は
(
略)
原
本
に
陥
葬
の
な
い
か
ぎ
り 、
A
の
独

自
の
誤
謬
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う」
に
よ
り 、

原
本
は「
五

色」
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る 。

(
注
2)

時
代
の
近
接
す
る
訓
点
資
料
で 、
し
か
も
全
文
が
公
表
さ
れ
て
お

り 、
か
つ
年
代
明
記
の
も
の
を
本
稿
で
は
採
っ
た 。
し
か
し 、
他
の

訓
点
資
料
で
も
例
え
ば 、
大
坪
併
治
氏
の
調
査
に
な
る
石
山
寺
本
守

護
国
界
主
陀
羅
尼
径
の
白
点
第一
種
は 、
三
内
鼻
音
を
識
別
し 、
問

題
の
舌
内
は「
む」
「
う」
ま
た
は
類
似
音
の
漢
字 、
ま
た
は
零
表
記

で(「
乾
か
む」
「
貧
ひ
う」

「
辰
身」
「
慰
み」
な
ど) 、
喉
内
は
「
う」
ま

た
は
漢
字
表
記
で
あ
り
(「
仰
か
う」

「
影
楊」) 、
三
内
入
声
は 、
唇
内

が
「
ふ」
ま
た
は
類
似
音
の
漢
字
(「
鐙けふ」
「
乏
法」)
で 、
舌
内

は
「
む」
ま
た
は
零
表
記
で
(「
渇か
む」) 、
喉
内
は
「
き」
「
く」

ま
た
は
類
似
音
の
漢
字(「
節い
く」

「
糠て
き」

「
敵
着」)
で
あ
っ
て 、

特
に
鋤
音
は 、
類
音
表
記
か(「
緩
官」
「
横
王」) 、

仮
名
に
よ
る
も
の

は
す
べ
て
直
音
化
す
る
(
「
捨
き」

「
獲
か
く」)

由
で
あ
っ
て 、
か
の

十
輸
経
元
慶
点
に
近
い 。
こ
の
訓
点
は
大
坪
氏
は
平
安
中
期
の
前
半

期
の
加
点
と
さ
れ
て
い
る 。
(「
石
山
寺
本
守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経
の
訓

点」
国
語
国
文、
昭
二
十
八
年
十一
月)

(
注
3)

万
葉
集
で
も
巻
十
八・
十
九・
二
十
等
の
時
代
の
新
し
い
方
や
東

歌
に一
字一
音
の
音
仮
名
だ
け
で
表
記
し
た
歌
が
あ
る
の
は
興
味
深

い 。
そ
の
中
に 、

朝
多
乃

伎
美
我
須
我
多
乎

美
受
比
左
爾

比
奈
爾
之
須
米
波

安
礼
一故
非
爾
家
一望しむ何一手純一μ…自由一

(
巻
十
八・
四
士
二
)

が
あ
る 。
一
字一
音
の
仮
名
を
平
仮
名
に
改
め
れ
ば 、
「
朝
彦
の
き
み

が
す
が
た
を
み
ず
ひ
さ
に
ひ
な
に
し
す
め
ば
あ
れ
こ
ひ
に
け
り」
と
な

る 。
「
朝
多」
だ
け
漢
字
で
あ
る
の
は
と
れ
は
字
音
語
で
例
え
ば
「
テ

ウ
サ
ム」
の
ご
と
き
語
の
表
記
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か 。
詞
書
お
よ
び

左
注
に
は 、

為
γ
向
レ
京
之
時
見一一
貫
人一
及
相
二
美
人一
飲
宴
之
日
述
ま
懐
儲
作
歌
二
首

間関
五
月
二
十
八
日
大伴宿禰
家持
作
之
(

一刊誌は元
)

と
あ
る 。
作
者 、
作
歌
事
情
か
ら
見
て 、
字
音
語
を
用
い
た
と
と
も
考

え
ら
れ
る 。
や
や
異
な
る
が
巻
十
六
に 、

塔
爾
莫
依(
三
八
二
八)

力
士
傷
可
母(
三
八
三
こ

釦州
乃(
三

八
三
八)

女
餓
鬼
申
久
宝一
八
四
O)

見附ぽ
被
給
而(
三
八
四

O)

法
師
等
之(
三
八
四
六)

町制也(
三
八
四
七)

剖則
之

二
海
乎(
三
八
四
九)

劃劇附
乃
作
有
流(
三
八
五
六)

劃
劃
爽

(
三
八
五
五)

刑判
爾
申
者

到削
乃
冠
(
三
八
五
八)

の
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る 。
「
朝
彦
乃」
に
古
く「
ま
ゐ
り

の」

の
訓
が
あ
る
が 、
万
葉
集
大
成
で
は
字
音
語
で「
テ
ウ
サ
ム」
と
す
る 。
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(
鹿
内
擬
音
が
和
歌
の品目一律に
ど
う
意
識
さ
れ
た
か
問
題
で
あ
る
が
巻
十
六

の
字
音
語
か
ら
見
れ
ば 、
不
可
能で
は
な
か
ろ
う) 。
き
す
れ
ば 、
土
左
日
記

の
字
音
語
の
漢
字
表
記
と
通
ず
る
こ
と
に
な
ろ
う 。
し
て
み
る
と 、
ほ
ぽ
同

時
の
正
倉
院
仮
名
文
書
が
文
葉
仮
名
だ
け
で
あっ
た
のは 、
偶々
字
音
語
が

現
わ
れ
な
かっ
た
と
解
すべ
き
か 。

、

承
平
頃
の
平
仮
名
文
に
存
す
る
漢
字

土
左
日
記
が
平
仮
名
で
書
か
れ
た
こ
と
が 、

後
続
の
平
安
女
流
作
家
の
平

仮
名
文
を
生
み
出
す
の
に
大
き
な
力
を
持
っ
た
こ
と 、

し
た
が
っ
て
貫
之
が

平
仮
名
文
の
普
及
に
重
大
な
働
き
を
為
し
た 、

と
は
文
献
悶
を
は
じ
め
今
日

屡
々
説
か
れ
る
所
で
あ
る
。

そ
の
土
左
日
記
が
終
始
平
仮
名
だ
け
で
な
く 、

諸
所
に
漢
字
を
も
含
む
表
記
様
式
で
あ
っ
た
こ
と
は

、

後
続
の
平
仮
名
文
の

表
記
様
式
を
考
え
る
上
に
も 、

重
要
な
知
識
で
あ
る
。

土
左
日
記
の
右
の
よ
う
な
表
記
様
式
が 、

当
時
の
あ
る
種
の
訓
点
資
料
の

加
点
の
様
式
に
も
一

脈、
通
じ 、

ま
た
和
名
抄
の
「
和
名
」

の
表
記
に
も
通
ず

る
の
は

、

作
者
で
あ
る
貫
之
が
当
時
の
文
化
人
の
一

人
で
漢
文
・

変
体
漢
文

を
自
由
に
駆
使
で
き
た
ろ
う
こ
と 、

特
に
土
左
日
記
の
成
立
に
は
そ
の
原
型

に
変
体
漢
文
に
よ
る
日
常
日
記
の
そ
れ
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
(
「
土
左

日
記
の
文
体
」

王
朝
文
学 、
創刊
号)
点
か
ら
も
首
肯
で
き
る
。

し
か
し
当

代
の
他
の
平
仮
名
の
資
料
も
ま
た 、

土
左
日
記
と
同
様
な
の
で
あ
る
。

資
料
⑥
は 、

昭
和
二
十
九
年
清
涼
寺
釈
迦
如
来
像
の
胎
内
か
ら
発
見
さ
れ

た 、

小
紙
片
で
あ
る
が 、

そ
の
日
付
が 、

同
封
の
願
文
の
斎
然
の
生
年
月
日

に
一

致
す
る
の
で
彼
の
へ
そ
の
緒
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
た
も
の
か
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
次
の
ご
と
く
見
え
る
。

(
表)

承
平
八
年
正
月
廿
四
日
の

ひ
っ
し
の
口
口
口
の
と
き
に
ん
(
む)

(
裏)

ま
る
口
口
と
こ
丸

こ
の
「
承
平」
「
八
年」
「
正
月」
「
廿
四
日
」

は 、

正
に
土
左
日
記
の
漢

字
表
記
に
一

致
す
る
。

最
後
の
「
丸
」

は
固
有
名
詞
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
か

。

ゐ
る
い
は
音
読
す
る
習
慣
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か

。

承
平
八
年
は 、

土
左

日
記
が
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る
承
平
五
年
か
ら
三
年
後
で
あ
る
。

次
に

、

資
料
④
の
東
南
院
文
書
の
仮
名
消
息
は 、

大
日
本
古
文
書
・

東
南

院
文
書
二
(
昭
和
二
七
年
刊)

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

七
行
百
字
足
ら
ず
の

消
息
で
あ
り 、

紙
背
に
「
延
喜
五
年
十
一

月
二
日
」

の
日
付
が
あ
る
。

堀
江

知
彦
氏
に
よ
れ
ば 、

「
因
幡
の
国
司
が
自
分
の
と
こ
ろ
へ
き
た
手
紙
の
裏
に

都
へ
出
す
公
文
書
の
下
番
を
し
た
も
の
ら
し
く 、

公
文
書
の
日
付
が
延
喜
五

年
十
一

月
二
日
と
な
っ
て
い
る
の
で
も
と
の
手
紙
は
こ
の
日
付
よ
り
も
さ
ら

に
古
い
も
の
」
(大
阪
朝
日
新
聞 、
昭
和
三
十
四
年
十
月
三
十一
日
号)
と
い

わ
れ
る
。

こ
の
「
い
と
め
つ
ら
し
く
と
は
せ
た
ま
へ
る
」

以
下
の
平
仮
名
文

の
中
に 、

「
六
条
に
な
ん
は
ん
へ
り
」

と
「
六
条」

な
る
漢
字
が
見
え
る
が 、

そ
れ
が
土
左
日
記
の
漢
字
表
記
に
通

う
の
で
あ
る
。

貫
之
生
存
時
頃
の
平
仮
名
文
で
現
存
す
る
も
の
と
し
て
は
右
の
二
点
し
か

知
ら
な
い
。

か
つ
量
的
に
も
少
な
い
。

し
か
し
そ
の
少
量
の
中
に
土
左
日
記

に
通
う

漢
字
の
見
ら
れ
る
の
は
却
っ
て
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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平安時代の平仮名文の表記様式(I)

こ
の
表
記
は 、

単
に
承
平
頃
に
限
ら
ず 、

そ
れ
以
後
の
平
仮
名
文
で
当
該

語
を
有
す
る
文
献
に
は
殆
ど
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

資
料
@
北
山
抄
紙
背
文
書
十
五
通
の
う
ち
の
仮
名
消
息
二
通
は 、

長
徳
か

ら
長
保
頃
の
も
の
と
さ
れ
る
(
名
筆
全
集
解
説)

が 、

全
三
十
四
行
の
平
仮

名
文
中
に
字
音
語
に
よ
る
と
見
ら
れ
る
漢
字
が 、

官
符
な
り
て

官
符
な
し
は
へ
な
れ
ど

三
月
の
こ
ろ
ほ
ひ
に

別
当。
旦
に
て
お
し
て
も
の
わ
た
せ
と
て
な
ん

(注4)

と
四
箇
所
見
え
て
い
る
。

「
官
符」
「一一一
月
」

は
字
音
表
記
と
す
仇
ば
共
に
合

効
音
を
含
み 、

「
別
当
宣」

は
同
じ
く

舌
内
入
声
・

喉
内
按
音
を
含
ん
で
お

り 、

ま
た
「一一
こ

は
数
字
で
も
あ
る
。

一

方 、

字
音
語
を
仮
名
で
表
記
し
た
語
は 、(側一日制批世間一組側)

ど

ご
ら
ん
じ
(
御
覧)

ご
ら
ん
ぜ
さ
せ

4

あ
な
い
(
案
内)

せ
し
(
宣
旨)

2

ほ
う
し
(
法
師)

3

ゃ
う
(
綴)

5

そ
う
せ
(
奏)

が
あ
る
。

ど
は
唇
内
接
音 、

4
は
舌
内
援
音
で
あ
る
。

後
者
は
土
左
日
記
で

も
「
て
け
」
「
ゑ
ず
」

等
と
省
記
が
あ
っ
た 。
(
た
だ
し
彼
に
は
「
ぜ
に
」

「

て
いけ
」

の
表
記
も
ある)。
唇
内
接
音
の
平
仮
名
例
が
土
左日
記
に
は偶

々
見
ら
れ
な
か
っ
た
が 、

こ
の
資
料
で
は
「
元」
〔
ヨ
ロ〕

よ
り
出
た
「
ん
」

で
表
記
さ
れ 、

舌
内
接
音
と
区
別
さ
れ
て
い
る
の
は 、

土
左
日
記
の
国
語
掻

音
便
の
表
記
が
「
よ
む
だ
る
」
「
つ
む
だ
る
」

と

「
し
し
子
」

と
に
区
別
さ

れ
て
い
た
こ
と
(
中
国
博
士 、

古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
総
論
篤)

を
想
起

し
て
興
味
深
い
。

2
は
唇
内
入
声
音
を
「
う」

と
表
記
す
る
が 、

こ
れ
は
屡

々
引
か
れ
る
和
名
抄
の
「
保
字
之
」

に
も
見
え 、

ま
た
東
大
寺
切
三
宝
絵
で

も
「
波」

に
限
っ
て
「
ほ
う

」

と
表
記
さ
れ
る
(
文
献
犯
)

語
で
あ
る
。

「

ゃ
う

」

は
土
左
日
記
に
も
あ
る
。

そ
の
拘
音
お
よ
び
数
字
は
漢
字
表
記
で
あ

っ
た
か
ら 、

本
資
料
の
表
記
様
式
は
殆
ど
土
左
日
記
の
そ
れ
に
合
う
と
見
ら

れ
る
。北

山
抄
と
同
時
期
の
訓
点
資
料
に
石
山
寺
蔵
法
華
義
疏
長
保
四
年
(
一

O

O一一
)

点
が
あ
る
。

そ
の
働
音
の
表
記
は 、

斥
尺
ク

奪

僻
白

謬

質
諒
盆

玄
匠
上

部
匠
上

讐
果
ク

と
漢
字
の
類
音
表
記
が
あ
り 、

地
蔵
十
輪
経
元
慶
点
と
同
趣
で
あ
る
。

(
ま

た
仮
名
表
記で
い
わ
ゆ
る
直
音
化
の
「
舟ス」
「
謝サイ」
も
あっ
て 、
こ
れ

も
同
稼
で
あ
る
)

た
だ
し 、

元
慶
点
に
な
か
っ
た
仮
名
表
記
も 、

宝冠クワ
華クハ麗
観ヱタくク

発キイヤ
衿キイヨム慢
跡シイヤタ身

と
あ
っ
て 、

院
政
時
代
の
「
ク
ワ
」
「キ

ヤ
・

キ
ユ
・

キ
ヨ
」

の
表
記
形
式

(
後
述)

と
異
な
っ
て
お
り 、

漢
字
表
記
の
例
と
併
せ
考
え
る
に 、

表
記
が

ま
だ
回
定
し
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

喉
内
強
音
は 、

「
虹
コ
ウ

」
「塘
タ
ウ

」

等
「
ウ
」

表
記
が
多
い
が 、
「
方
ホ
ム

」
「
零
レ
イ

」

の
表
記
も
あ
り 、

(
大
東

急
記
念
文
庫
蔵
蘇
悉
地
渇
羅
経
供
養
法
康
平
七
年
(
一

O
六
三)

点
に
「
コ
タ

(
於)
」

の
表
記
が
あ
る
こ
と
を
も
考
え
合
わ
せ
て
(
築
島
裕
氏
「
国
語
学
要

説
」
)
)

や
は
り
動
揺
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る 。
こ
れ
ら
の
字
音
語
が
北
山
抄

の
平
仮
名
文
で
は 、

漢
字
で
表
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
だ
長
保
点
で

は
片
仮
名
表
記
の
例
も
あ
る
の
に 、

そ

れ
に
よ
っ
て

平
仮
名
に
置
き
換
え

ず 、

土
左
日
記
に
同
じ
き
漢
字
表
記
を
保
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
平
仮
名
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表
記
と 、
地
蔵
十
輪
経に
見
た
訓
点の
片
仮
名
表
記
と
は 、
こ
こ
で
は
既に

あ
る
程
度の
隔
り
が
見
ら
れ
て
来
る 。
片
仮
名は
発
音に
従っ
て
種々
の
表

記
が
工
夫
さ
れ
て
い
る
の
に 、
平
仮
名
は
土
左
日
記に
見る
よ
う
な
表
記
を

保っ
て
い
る
傾
向
が
窺
わ
れ
る 。

長
保
点で
は
唇
内
接
音と
舌
内
接
音と
の
表
記
は
そ
れ
ぞ
れ「ム」と「
く」

と
に
固
定
し
た
感
が
あ
る 。

織セム
撃カム
錦キム
倫明ケム
治テム(一
例「
墳分ム」
が
あ
る) 。

議エ
〈

幹カく
軒ケく
寮ケく
焼ケく
穿セン
晋シく
(一
例

「
婁万」
が
あ
る)

し
か
も
両
音の
区
別
は
保
た
れ
て
い
る 。
北
山
抄
の
「
ご
ら
ん」
と
「
あ
な

い」
「
せ
し」
が
平
仮
名
で
表
記
さ
れ 、
か
っ
区
別
が
「
ん」
と
省
記
と
で

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
裏
付
け
る 。
た
だ
し 、
長
保
点で
舌
内
援
音に
用い

た
「
く」
は 、
北
山
抄
で
は
使
わ
れ
ず
無
表
記
と
なっ
て
い
る 。
こ
こ
に
も

片
仮
名
表
記
と
平
仮
名の
そ
れ
と
の
隔
り
が
知
ら
れ
る 。
ち
な
み
に
長
保
点

の
三
内
入
声
音の
表
記
は
次の
ご
と
く
で
あ
る 。

凹77
吸サフ

膜ハ
ク

楽カク
灼ヤク
斥尺ク
儀
式シキ
揺
腐エキ

黙かく
偶ケく
折セく
拙セく
卒ソく
(「
砕ソム」
?)

資
料
⑬
延
喜
式
紙
背
仮
名
消
息
は 、
長
元
の
年
号
を
持つ
文
書が
同
在
す

る
(
名
筆
全
集
解
説) 。
複製
本
で
は
十
分に
解
読し
難い
が 、
そこ
に
も

関
白
殿
は

の
漢
字が
拾
え
る 。

資
料
⑬
青
蓮
院
蔵
表
制
集
及
び
濃
頂
阿
閤
梨
官一
旨
宮
牒
の
紙
背
文
書は
伊

東
卓
治
氏の
詳
細
な
調
査
報
告
(
文
献
日比)
が
あっ
て
そ
の
内
容
を
知
り
う

る 。
こ
の
資
料は
紙
背
文
書
中に
年
号が
あっ
て
永
保
三
年
(一
O
八
三)

四
年 、
応
徳
二
年の
香で
あ
る
こ
と
が
分
る
と
共に
量
が
仮
名
消
息だ
け
で

も
六
十一
紙の
多
きに
上
り 、
し
か
も
そ
の
筆
者
が
藤
原
為
一房一お
よ
び
そ
の

妻
と
そ
の
他
関
係
者
ら
し
い
こ
と
が
判
明
し 、
か
つ
仮
名
消
息
四
十
二
通
は

一
人
の
女
性
(
為
房
婆)
の
も
の
と
鑑
定
さ
れ
て
い
る
点で
も
極め
て
貴
重

な
平
仮
名
文の
資
料で
あ
る 。
そ
の
中に
も
漢
字
表
記
の
字
音
語
を
指
摘で

き
る 。
(
伊
東
氏
の
釈
文に
よ
る
ので
全
例
で
は
な
い 。
番
号 、
筆
者 、
年

月は
伊
東
氏
の
「
育
蓮
院
蔵
表一
制
集
紙
背
文
書
目
次」
に
よ
る) 。

廿
日
(一
ノ
7 、
為
房
妻
仮
名
消
息 、
応
徳
元
年
或二
年
推
定)

一
日
(
濯
6、
同
右 、
応
徳二
年+ 、
十一
月
頃
推
定)

東
宮
(
四
ノ
5 、
同
右)

東
宮の
大
夫
(一
ノ
9 、
同
右 、
応
徳
元
年
或二
年
推
定)

宰
相
中
将
(
同
右)

五
位
(
潜郎 、
同
右 、
応
徳三
年
十一
月推
定)

京に
お
り
た
ま
ひ
て
(一
ノ
ω 、
為
房
長定)
仮
名
消
息 、
応
徳
元
年

或二
年
推
定)

御
一房一と
く
ま
い
れ

(
同
右)

十一
日

(
同
右)

七
日
中
堂に
は
まい
り

(
同
右)

青
蓮一房
(=一
ノ
ω
為
房
(
推
定)
仮
名
消
息)

二
品

(
同
右)

京に
て
(
四
/
印 、
為
房
妻
仮
名
消
怠)

阿
閤
梨(四
ノ
3 、
為
房
息
(
推
定)
仮
名
消
息 、
応
徳一元
年
或二
年

推
定)
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平安時代の平仮名文の表記様式(1)

京に
て

(
同
右)

倶
舎
を
え
な
ら
ば

(
同
右)

京に
は
い
づ
れ
の(
泌
げ 、
為
房
委
仮
名
消
息 、
応
徳
三
年
十一
月
推
定)

こ
れ
ら
も
ま
た
土
左日
記
の
漢
字
表
記
の
クル
l

プ
に
通
う
もの
で
あ
り 、

語
と
し
て
も
「
廿
目 、
七
日、
中
将 、
京」
な
ど一
致
す
る
も
の
も
あ
る 。

字
音
語
を
平
仮
名
で
表
記
し
た
諮
は 、

ω
ざ
す
(
座
主)

あ
さ
り
(
阿
関
梨)

間
ぢ
も
く
(
除
目)

り
し
(
律
師)

附
そ
う
(
僧) 2

削
せ
し
(
宣
旨)

ぜ
し
(
禅
師)

ぜ
(
膳)

げ
も
ん
(
解
文
?)

切
れい
(
例)

だ
い
じ
(
大
事)

ぐ
し
(
具)

む
ま
(
馬)

が
あ
る 。
ω
「
ぎ
す」
「
あ
さ
り」
は
土
左
日
記
の
「
さ
う
じ
も
の」
と
同

類
で
あ
る 。
こ
の
資
料で
は
舌
内
入
声
音が
「
り
し」
と
無
表
記
で
警か
れ

た
例
も
見
え 、
削の
舌
内
接
音と
同一
表
記
に
よっ
て
い
る 。
喉
内
接
音
も

「
そ
う」
と
平
仮
名
で
あ
る 。
「
東
宮」
「
御
房」
「
中
堂」
の
ご
と
く

漢
字で

表
記
さ
れ
た
語
も
あっ
て
土
左日
記
に
両
形
存
し
た
の
と
合
う 。
し
か
し 、

働
音は
漢
字で
し
か
表
記
さ
れ
な
かっ
た
と
見
ら
れ
る 。

西
大
寺
本
不
空
間開
索
神
呪
心
経
寛
徳
二
年
(一
O
四
五)
点
(
国
語
学
回

総)
の
働
音
表
記
を
見
る
と 、

血
決
肉-
ZJ

鴨
尺

怨
讐
主

深
激
主

彦
主

管
シ
イ
ヨ
捲

の
シ
ア
ウ

(
い
わ
ゆ
る
直
音
化
と
い
う
「
怨
隻
ス
・

囚
ス
繋
・

庶
ソ
福
」

も
あ
る
)

と
漢
字
表
記
と
仮
名
の
表
記
の
し
方
が
法
華
義
疏
長
保
点と一
致
す
る
も
の

が
あ
る 。
し
か
し
「
ヤ」
「ヨ」
「
ク
ワ」
「
ク
ヱ」
「
ク
ヰ」
の
表
記
も
見
え

て
い
る 。頚

キ
ヤ
ウ

格
キ
ヤ
ク
言

寵
キ
ヤ
ク
病

脇
ケ
ワ
舷
Y
ヤ
ク

社
Y
ヤ
訴
Y
ヤ

関
シ
ヤ

散
漉
シ
ヤ

麟
シ
ヤ

傷
Y
ヤ
筈

抑一-ア
ツ
整
シ
ヤ
ク

打
チ
ヤ
鼠

頂
チ
ヤ
ウ

癖
ヒ
ヤ
タ

凌
リ
ヨ
ウ
蔑
メ
ン

閥
ク
ワ
チ

環
ク
ワ
ン
釧
セ
ン

陰
ヲ
ム
腕
ク
ワ
ン

致
ク
ヰ
誘

掲
ク
ヰ

灰

タ
ヱ

板
ク
ヱ
チ

効
音
表
記
が
片
仮
名
で一{疋
の
方
式に
固
定し
て
い
ない
こ
と
は 、
平
仮

名
文
で
そ
れ
が
漢
字
表
記
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
事
実
を
裏
付
け
て
い
る 。

院
政
時
代
後
半
期の
石
山
寺
蔵
大
唐
西
域
記
長
寛
元
年
(一
二ハ
三)
点

(
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究 、
訳
文
第)
で
は 、
合
仙同点目の
表
記
は
漢
字
表
記

が
三
分の
つ
片
仮
名
「
ク
ワ」
「
ク
ヰ」
「
クヱ」
表
記
が
三
分の
二
あ
る 。

寡
果
少

閑
果
Y

指
誌
火
イ

晃
光
短

燥
呆

関
宮
・
ク
ヱ
ン
塞

餓
鬼

追
鬼

和
ク
ワ
暢
ャ
ゥ

殖
貨
ク
ワ

跨
ク
ワ
越

鯨
ク
ワ
ン
寡
ク
ワ

依
ク
ワ
イ
麗
ケ
イ

獄
ク
ワ
ワ

暴
ホ
ウ

鍛
ク
ワ
ク

図
面
ク
ワ
ク

喧
ク
ワ
ン
寒

誌
ク
ヰ
詐
y

記
ク
ヰ
議
サ
ム

建
ク
ヰ
ヤ
ウ
怯

邦
ク
ヰ
ヨ
ヴ
竹

窓
ク
ヰ
ン

貨
ク
エ

機

意
ク
ヱ
イ

突
卜
く
欧
ク
ヱ
ツ

関
扮
音は 、「
喧ゾ
羅
私
城」
「
険
阻ソ」
以
外
は 、
漢
字
表
記
が 、

十
万
領
郎
波
第
鎌
尺

論

の一
例
の
み
で 、
他
は
「
ヤ・
ュ・
ヨ」
の
表
記に
よっ
て
い
る 。

僧
劫
キ
ヤ

劫
キ
ヤ
比
他
国

潟
キ
ヤ
箱
サ
ウ
那
国

置
キ
ャ
ウ
境

巨
キ
ヨ
万

率
キ
ヨ
服

漁
キ
ヨ
捕

描
キ
ヨ

務
シ
ヤ
時
国

顕
微
シ
ヤ
ウ

シ
ユ

絞
シ
ヨ

握
Y
ヨ
ウ

32 飛
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鉛
エ
ン
錫
シ
ヤ
ク

稼
ヵ
稽
ン
ヨ
ク

疑
黍
シ
ヨ
・
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和暢チヤウ
仔チヨ軸
著チヨ作
著チヨ関

凌逼ヒヨク
両リヤウ山
行旅リヨ
戎シウ旅リヨ
濠リヨク波

し
か
し 、
周
期の
平
仮
名
文に
な
る
と 、
こ
れ
ら
は 、
土
左
日
記
の
表
記
と

同
じ
く 、

漢
字
表
記
を
踏
襲
し
て
い
る 。
伴
大
納
言
絵
詞 、
信
貴
山
縁
起
絵

巻 、
源
氏
物
語
絵
巻
は
共に
書
写
は
十
二
世
紀
後
半
と
さ
れ
る
(
絵
巻
物
集

成 、
解
説)
が 、
そこ
の
倣
音
表
記
は
漢
字の
な
で
あ
る
(
後
述) 。
次に

挙
げ
る
梁
塵
秘
抄
も
後
掲の
ご
と
く

漢
字
表
記
で
あ
る 。
た
だ
し
次
の
ご
と

き
平
仮
名
で
表
記
さ
れ
た
例が
あ
る 。
(
数
字
は
歌
謡
番
号)

く
ゑ
さ
せ
て
ん
(
蹴)制
じ
か
く
ぐ
ゑ
ん
(
還)
如
来幻

し
よ
き
ゃ
う
(
諸
経)問
そ
う
ぎ
や
(
僧
伽)加

せ
い
き
や
ぼ
う
ぢ
仏
(
釈
迦
牟
尼)問
え
し
ゃ
う
(
依
正)制

し
ゃ
う
の
こ
と
(
き仰
し
ゃ
う

ず
(
双
樹)問

加
じ
ゅ
ぶ
せ
ん
(
鴛
峯
山)
幻

現
存
本
は
転
写
本
で
あ
り 、
特に
右は
鎌
倉
時
代の
増
補
部
分
に
も
相
当
す

る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
(
文
献
却) 、
に
わ
か
に
断
定で
き
ない 。
転
写
本
で

な
く
て
平
仮
名
文に
働
音
「
や・
ゆ・
よ」
を
用い
た
例と
し
て
は 、
管
見
で

は 、
藤
原
定
家
書
写
の
御
物
本
更
級
日
記
が
あ
る 。
(
数
字
は
複
製
本
の
ペ

ー
ジ
数)すい

し
ゃ
う
(
水
晶)問
こ
む
し
ゃ
う
(
紺
青)
お

か
う
み
や
う
(
高
名)凶
ゐ
ゃ
う

定
(
横
笛)問

木
ち
ゃ
う

(
凡
帳)
必

以
上の
五
例で
あ
る
が 、
他の
六
三
例は 、

し
ゃ
の
と
ね
り

京
源
氏
ど
経
丈
六
木
長
(
九
帳)

長
恨
寄

な
ど
漢
字
表
記
で
あ
る
(
全
例
後
掲) 。
源
氏
物
語
や
枕
草
子の
古
写
本
が 、

効
音
表
記
を
漢
字で
表
わ
すの
と
並ん
で 、
平
仮
名
で
「
や・
ゆ・
よ」
「
ゑ・

わ」
等
を
用い
て
あ
る
の
は 、
転
写
の
時に
改め
ら
れ
る
可
能
性
が
大
きい

か
ら 、
こ
れ
が
その
成
立
時
期の
表
記
で
為
る
と
考
え
る
こ
と
は
危
険
で
あ

ろ
う 。
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梁
塵
秘
抄
は
現
存
す
る
の
は
佐
佐
木
信
網
博
士
蔵の
巻二
と
綾
小
路
家
本

の
巻一
断
簡と
で 、
後
者
は
中
世
末の 、
前
者
は
江
戸
時
代の
新
写
で
あ
る

が 、
か
な
り

原
本の
表
記
様
式
を
保っ
て
い
る
こ
と
が 、
その
表
記
形
式の

諸
点
か
ら
判
明
さ
れ
た
(
文
献
却) 。
た
だ
少
数の
例
外
と
し
て
後の
表
記

を
含
む
もの
と
不
明の
箇
所
が
あ
る
が 、
そ
の
例
外は
後の
増
補
部
分に
集

中
し
て
お
り 、

不
明の
箇
所
は 、
却っ
て
書
写
が
原
本に
忠
実で
あ
ろ
う
と

し
て
私
意
で
改
変し
な
かっ
た
こ
と
を
物
語
る
と
思
わ
れ
る 。
右
を
除
け
ば

そ
の
原
型
は
か
な
り

純
粋
な
もの
と
見
ら
れ
る
が 、
そ
の
中
か
ら
漢
字で
表

記
し
た
語
を
調べ
る
と
殆
ど
が
字
音
語
で 、
し
か
も
土
左
日
記
の
漢
字と
相

、通
ず
る
の
で
あ
る 。
以
下
土
左
日
記の
類
別に
従っ
て
例
示
す
る 。
(
全
例

に
つ
い
て
は 、
右
述
文
献泊
中
の
「
梁
塵
秘
抄
現
存
本
の
表
記
〈
漢
字に
よ

る
表
記
こ
を
多
照
さ
れ
た
い)

-(合勧音)
明刈
願
功徳岡
行住座制
一回
二一則

ま
か
し
歓(観
の
類
音
字)

過去
鬼にん
ら
帰命
頂礼

仏
教
化
玄
ざ
う

華
厳
法
花
絞
蓮
華

(
開
働
音)
あい
行
(
愛
敬
の
意)

伺
事
一
樹

ほ
う
し
京
狂
言
き
語
畢
党
五
逆
白
牛

迦
葉
尊
剖
冠
割
倶創
劫州問
劉
婆
書
割

帰1:観l
依 音

経
よ
み
持
経

牛
車|

夜
叉l



平安時代の平仮名文の表記様式( 1 ) 

五障
衆生たち
仏性

声
聞
荘
厳
く
し
な
城

寂
ま
く

修
学
修
行
須
弥
山
須
受

七百由旬
住所
両所
十方諸仏
序品
一乗

二計
劃者
初出州
道樹
五澗
悉附

般
若
女
た
い
如
来
真
如

五四塵転(点の類音字)
劫
聞大夫
副日

拍子
衆病
兵仕(士の類音字)

浄
刻
こ
じ
大
明
神
不
動
明
王
貝
加

寿
量
品

無劃
義
経
富
山
割
女
何回
花

2

鳥劃
到
相
制
法
持
制
堂
剣た
う

秘
割
教

は
り

仏
法
減
す
滅
後
自
我
伺
毎
剛

六時
六地(陵地の類音字)
劉師
慈矧

矧
芸
宝
瑚
剖
界
妙
樹

3

副
原
剰
対
側
法
到
子

仙
人

人
身
夫
人
権
現

真
言
教
新
年
善
根

浄|精|
土進

明青!
星| 蓮

大
将
軍
中
将

五尺
尺迦

上1:聖l
馬霊

受|
領

霊
鷲
千
手
文
殊|

白l
老
平
等
院

仏道
仏|

天地神 蔵 l

弘
誓
功
徳
願

下
品

験
仏

御
覧ぜ
よ

南
海

分
身
凡
下

4
1「官
寸乗
1「品
コ月
斗宮
ヨ帰
ヨ草
岡果
凹所

到
逆
到
色
到
尺
到
条
対
帖
対
根
剖
分
剖
宝
川
王
子

川万由旬
刻品
利悪
利方
刊到日
判対斜神

ゴ刊川品

念|
ず

本
山
煩l
悩

ヨ刊コ
相

ヨ刊ヨ
身

川刊
種
好
明
日

こ
れ
ら
は
土
左
日
記
の
漢
字と 、
語
と
し
て
も一
致
す
る
も
の
さ
え
あ

る 。
ま
た 、
和
名
抄
の
「
和
名」
の
漢
字
表
記
に
も一
致
す
る
「
如
意」
「

歓
喜」
「
拍
子」
「
鉄」
「
三」
「
四」
な
ど
も
あ
る 。
右の
よ
う
な
漢
字で
表

記
し
た
語
は
梁
塵
秘
抄
全
体の
語
集か
ら
見
れ
ば 、
その一
部の
語で
あっ

て 、
梁
塵
秘
抄の
表
記
様
式は
平
仮
名
を
主
と
し
た 、
い
わ
ゆ
る
平
仮
名
文

で
あ
り 、

土
左
日
記
な
ど
と
同一
表
記
様
式で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い 。
その
中に
右の
よ
う
な
語
が
漢
字で
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
意
義

が
あ
る 。

一
方 、
字
音垣間
を
平
仮
名
で
表
記
し
た
語
も
彼
に
通
う 。

土
左日
記
の
「

さ
う
じ
もの」
に
相
当
す
る
の
は 、

さ
う
ざ
(
聖
者)

さ
り

(
舎
利)

ざ
の
い
け
(
蛇)
な
ど
二
六
例

す
(
主)

す
く
せ
(
宿
世)

ず
ず
(
珠
数)
な
ど
十三
例

さ
い
そ
(
最
初)

ち
う
そ
(
住
所)
な
ど
十一
例

で 、
効
音
表
記
は 、
前
掲の
九
例の
例
外
を
除い
て
は
すべ
て
漢
字で
表
記

さ
れ
て
い
る 。
土
左
日
記
の
「
か
い
ぞ
く」
「
す
は
う」

「
ぜ
に」
な
ど
平
仮

名
表
記
に
通
う
も
の
は
次の
ご
と
く
で
あ
る 。
(
全
例
は
文
献
四)

1
唇
内
入
声
(
大
部
分
「
う」
で
表
記、
語怖に
省
記)

て
う
(
蝶)

え
ん
し
う
(
縁
執)

ほ
う
し
(
法
師)
な
ど
三
四
例

ぎ
こ
(
雑
魚)
一一
十
中ご
(
劫)
な
ど
三
例

2
喉
内
入
声
(
大
部
分
「く」
で
表
記。
稀に
省
記ま
た
は「き」
「か」)

か
く
ど
(
覚
悟)

に
く
(
梼)
すい
ち
く
(
水
竹)
ば
く
ち
(
博

打)
な
ど
三
八
例

き
ぢ
ん
(麹
塵)

ろ
か
く
た
う
(
六
角
堂)
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す
さ
か
(
朱
雀

し
ま
こ
む
じ
き
(
紫
磨
金
石)

3
舌
内
入
声
(
以
下
五
例
の
み)

か
う
け
ち
(
徽
綴)
け
ち
え
ん
(
結
縁)

ん
た
ち
(
禁
閥
?)

は
さ
うほ
と
け
(
八
相
仏
?)

4
舌
内
接
音
(「ん(む)」
で
表
記。
外
に
省
記
も
あ
る)

え
ん
(
縁)

ほ
う
りん
(
法
輪)
み
け
ん
(
眉
間)

殿)

せ
ん
だ
む
(
絡
檀)
な
ど一
三
九
例

四
十
九
ゐ
(
院)

5
喉
内
接点目
(
多
く
「
う」
で
表
記。
省
記
も
あ
る)

す
わ
う
(
蘇
芳)

か
う(
功)

さ
う
(
相)

ち
う
や
(
中
夜)

や
か
う
(
夜
行)
な
ど一
一一一
例

く
(
空)

く
で
む
(
宮
殿)

く
や
う(
供
養)
な
ど
十一
例

6

唇
内
接
音
(「む(んこ
表
記
の
み)

き
む
の
こ
と
(
琴)

け
む
(
錫)

こ
む
(
紺)

ぢ
む
す
い
(
沈

水)

か
ん
ろ
(
甘
露)

火
え
ん
(
焔)
な
ど
三
四
例

で
あ
る 。
舌
内
入
声に
平
仮
名
表
記
の
語
が
少
な
い
の
は 、
漢
字
表
記
の
語

が
他の
入
声の
漢
字
表
記
よ
り一

番
多い
の
を
補
う
関
係に
あ
る 。
右
の
「

す
は
う」
は
語
と
し
て
も
土
左
日
記
の
に一
致
す
る 。
ま
た
「
か
う
け
ち」

「
す
(
洲)」
「た
ふ」
「ほ
う
し」
な
ど
和
名
抄の
平
仮
名
表
記
と一
致
す
る

十
ら
せ
ち
(
羅
剃)

く
で
む
(
宮 き

もの
も
あ
る 。
た
だ
し 、
「
善一短(
栴
檀)」
「
内
五
(
醍
醐)」
な
ど
和
名
抄

で
漢
字
表
記
の
語
が 、
梁
康
秘
抄
で
平
仮
名に
なっ
て
い
る
語
も
あ
る 。
梁
塵

秘
抄
は
歌
謡
で
あ
る
か
ら 、
土
左
日
記
や 、
和
名
抄
や
消
息
と
は
性
質
を
異

に
す
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら 、
共に
平
仮
名
表
記
の
基
盤に
立っ
て
その
様

式
を
同
じ
く
し
て
い
る
の
で
あ
る 。

東
大
寺
切
三
宝
絵
詞の
表
記
に
つ
い
て
は 、
春日
和
男
氏の

精
査
(
文
献

幻-
m)
に
よ
れ
ば 、
その
漢
字
表
記
は
梁
慶
秘
抄の
表
記
に
酷
似
し
て
い

る
と
見
ら
れ
る 。
(
諸
氏
所
蔵
の
断
簡
に
つ
い
て
も
同
様と
見
ら
れ
る)

(
注
4)
複
製
本
お
よ
び
名
筆
全
集
の
釈
文に
よ
る
と 、
右
の
外
に 、「て
う

に
も(庁
に
も)」
が
同
類
の
語
に
な
る 。
「
庁」は
便
摂
青
韻
の
字で

歴
史
的
仮
名
遣
で
「ち
ゃ
う」
と
記
す。
と
れ
を
「て
う」
と
表
記

す
る
の
は 、
仮
名
遣
の
混
同
例
と
な
る 。
か
か
る
誤
は
中
世
以
後

で
あっ
て
長
保
頃に
見
え
る
の
は
不
審で
あ
る 。
そ
こ
で
こ
の
箇
所

の
仮
名
の
字
体
を
見
る
と 、「て
ら」
と
読
むべ
き
仮
名で
あ
る
こ
と

が
分っ
た 。
「う」
と
「ら」
と
は
こ
の
消
息
で
は
極め
て
似
て
い

る
の
で
あ
る 。
し
た
がっ
て
鋤
音
の
語
は
「三
月」
「
官」な
ど
皆
漢

字で
あっ
て
平
仮
名
で
表
記し
た
語
は
な
い
の
で
あ
る 。(

未
完)

〔
記〕
本
稿I
と
次
稿
E
と
の
分
割
箇
所
を
こ
こ
に
な
し
た
の
は 、
単に

紙
数の
都
合に
よ
る
もの
で
あ
る 。
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